
組織の使命

目標項目 目標設定の理由 目標値
（いつまで・どこまで達成するのか）

２３年度目標値
目標達成にむけての
実施方策・スケジュール

１　持続可能な滋賀社会づ
くりにかかる研究の推進

持続可能な社会システムに
関する研究

「持続可能な滋賀社会ビジョン」の実
現のための施策を実施していく際は、
ＣＯ２削減効果のみならず、地域経済

の活性化や県民の生活の質（豊かさ）
的向上の側面も考慮しなければなら
ない。そのため、施策の効果を多側
面で予測できる手法が必要である。

“環境負荷の削減”、“地域経済の
活性化”、“県民が感じる豊かさの向
上”の側面から持続可能な滋賀の
実現のための対策の効果を予測す
る手法を開発し、持続可能な滋賀
の実現のための対策や施策のあり方
を提示（25年度）

・豊かさ評価指標の開発 ・指標体系の検討

・関連データ等の収集・解析

２　基本構想のプロジェクト
にかかる研究の推進

(1)琵琶湖の深湖底における
低酸素化と生物の関係究明

北湖深湖底では低酸素化の発生頻
度が高まっており、効果的な対策を
検討するとともに、県民の皆さんと問
題の共有を図るため、低酸素化の生
き物への影響についての知見を蓄積
し、影響予測と評価をめざすことが必
要である。

低酸素化による生態系への影響予
測と評価（H25年度）

・湖底の生物群集を定量化する
手法の開発

・溶存酸素濃度の変動による底
生動物への影響の基礎的な把
握

・底泥採集および水中有索ロボッ
トによるデータ収集

(2)南湖生態系の順応的管理
方法の検討

水草の繁茂や特定外来植物の侵入
など南湖が抱える様々な問題に、対
症療法ではなく計画的に取り組むた
めには、評価指標や保全・管理目標
の設定、流動的な将来予測に即して
事業を進めるための手法の構築をめ
ざす必要がある。

南湖管理のガイドライン提示（H25年
度）

・南湖湖岸域や湖内の現況把
握

・水草の対応策検討に向けた基
礎的なデータ収集

・順応的管理のための制度的な
事例把握

琵琶湖博物館、滋賀県立大学、
関係各課と連携するため、研究
会などを通して情報や意見を相
互に交換しながら研究を進める。

　「持続可能な滋賀社会の構築」、「琵琶湖流域生態系の保全・再生」、「環境リスク低減のための実態把握」を基本的課題として総合的に試験研究を推進
し、得られた成果や知見を行政に還元することを組織の使命とする。
　そのため、琵琶湖環境の様々な課題やその変化に対応できるよう試験研究を深めるとともに、取組や成果の効果的な発信に努める。

課名（琵琶湖環境科学研究センター）平成２３年度組織目標
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目標項目 目標設定の理由 目標値
（いつまで・どこまで達成するのか）

２３年度目標値
目標達成にむけての
実施方策・スケジュール

３　知恵だし汗かきプロジェク
トにかかる機関運営の推進

(1)琵琶湖講習 センターの調査研究で蓄積された知
見を地域に還元する。

県民の環境保全活動を科学的・技
術的側面から支援するため、年３６
回を目標に講習会等を実施

センター内外で、年３６回実施 依頼に応じて調整し実施

(2)試験研究機関連絡会議
研究発表会

琵琶湖と滋賀県の環境に関する県立
の試験研究機関が、特定のテーマの
もとに連携して、それぞれの取組や成
果を広く発信する。

県の９試験研究機関合同による研
究発表会年１回開催

県の９試験研究機関合同による
研究発表会年１回開催

試験研究機関連絡会議幹事会
における検討

(3)県民参画型環境情報シス
テムの活用によるNPO等との
協働・連携

センターが研究が開発した県民参画
型情報システムの有効活用を図る。

ＮＰＯ等が実施する身近な環境調査
に対する支援

ＮＰＯ等が実施する身近な環境
調査に対する支援

現行地理情報システムの利活用
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